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三浦半島の化石シロウリガイ類の資料

松島 義章 ・平田大ニ

Yoshiaki MATSUSHIMA & Daiji HIRATA: Data of Catyρtogena cf. 

niρponica in the Miura Peninsula, Kanagawa, Japan. 

最近の相模湾て、最も注目されている生物に，シロウ ど各種情報が全く不足していて，学術研究の場面から

リガイ （Calyptogenasoyoaめ があげられる。シロウ はしばらく忘れられていた。

リガイは殻長lOC田ほどの二枚貝で，腹縁が「へJの字 ところが1984年から始まった海洋科学技術センター

状にくぼみ，その形が瓜に似ており，糞褐色の殻皮が 潜水船「しんかし、2000」の潜航調査により s 相模湾西

剥げると内面が白色のためシロウリカイの和名がつけ イJlljの初島沖水深llOOm付近に生きているシロウリ ガイ

られた。 1955,56年に水産庁の調査船「蒼府丸」が， の大コロニーが発見された。その後，日仏共同研究調

三浦半島城ケ島南西沖のトローノレにより，水深750m 査でフランスの潜水艇 「ノチーノレ」も遠州灘沖， 日本

の相模湾底で数個体を採集したが（0KUTANI,1957, 海溝沿いの深海底で次々とシロウリガイのコロニーを

62），その後は長い間採取されず謎の貝とされてきた。 見つけた（海溝E研究グノレープ編，1987ほか）。 これ

そのため，本種に関して殻の形態，生態，生息環境な らの最近の深海潜航調査により，シロウリガイがし、ず

相模湾

9 1 ?km 

図1. 三浦半島化石シロウ リガイ類の産地。 地質図は江藤（1986）による
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れも深海底の極く限られた場所に密集して生息してい この模式標本は第二次世界大戦で焼失してしまい，現

ることがわかってきた。相模湾での「しんかし、2000」 在ではその形態を詳しく調べることはもはやできな

などによる調査が進むにつれて，シロウリガイのコロ L、。

ニーが初島沖だけでなく，相撲トラフをはさんで東側 このような状況の中で，潜水船の深海底調査により

のi中ノ山堆列南西斜面をはじめ，相模湾底に認められ 現生種の生態や生息場所が明らかとなってきたのに伴

る断層や構造線上と考えられる特殊な場所の数カ所に い，あらためて化石種の産出の意味が注目され，過去

も確認されている（田中 ・橋本， 1991など〉。 に報告された露頭や新しく発見された露頭の野外調査

一方， 三浦半島陸上部では，シロウリガイの化石種 や化石標本の検討が行われ，新しい情報が次々と明か

として知られる Calyptogenacf. nipρonicaが，赤嶺 となった（NI!TSUMAet al., 1989など）。

ほか（1956）により半島北部の第三系，三浦層群池子 そこで，本稿ではこれまでに明かとなった三浦半島

層中に密集して産することが報告されている。その の化石シロウリガイ類の資4料を整理し，今後の研究の

後， SHIKAMA& MASUJIMA (1969〕は本種が池子層だ 基礎となるよう報告する。

けでなく，黒滝不整合をはさんで上位の上総層群から

も産出することを報告し，分類学的な研究も行った。 各産地の産状

しかし，当時はまだ本種がなぜ密集した特異な産状を 三浦半島では現在までに， C.cf. nψponicaの産地

示すのか現生種も含めて情報がなく，検討がなされな は図 1に示したように13地点が確認されており，半島

いままになっていた。なお，本種は1938年，大炊御門 北部に分布する三浦層群最上部の池子層と，その直上

・金原により新潟県東山油田の牛ケ首層（鮮新世〕か の黒滝不整合を境にして重なる上総層群の浦郷層，野

ら得られた標本について記載されたものである（01- 島層に認められている（平田ほか， 1991〕。

NOMIKADO & KANEHARA, 1938〕。しかし残念ながら， 三浦半島北部にみられる C.cf. nzρρonicaの産状に

図3 産地1 逗子市池子，逗子高校テニスコート奥
の沢でみられる Calyptogenacf. nipρonicaの
露頭

図4. 産地1 逗子市池子，逗子高校テニスコート奥
の沢でみられる Calyptogenacf. nipponicaの

産状
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ついては松島 ・平田〔1986）および NI!TSUMA et al. 

(1989）が， 片殻または両殻が密集して産する密集型

と，片殻のみが散在する散在型とに分けて報告した。

その後，鎮西ほか（1990）は池子層の C cf. niρρo 

nicaの産状を古生態学的，堆積学的視点も含めて詳細

に調査し，（1）粗粒の火砕岩質砂岩中に片殻または両

殻の個体が層状に含まれるタイプ，（2）泥質砂層中に

主として片殻が散在するタイプ，の2つのタイ プを報

告した。松島らの密集型は鎮西らのタイプ1に，散在

型はタイプ2に相当すると考えられる。

主要な産地の産状は下記のとおりである。なお，こ

図5. 産地 1 逗子市池子，逗子高校テニスコート奥
の沢でみられる Catyρtogenacf. niρρonicaの
産状2



れまでに確認できた各産地については図2に一覧して さ3～4m，長さ40mにおよび，化石包含層は厚さ約

示す。 3m，幅20m以上にわたり，産状を観察するのに最適

な状況にあった。岩相は軽石質粗粒砂岩と比較的分級

主な密集型の産地 度のよい中粒砂岩との互層で， C.cf. ni戸ρonicaは軽

産地l＝逗子市池子逗子高校テニスコート奥の 石質粗粒砂岩に多く含まれ，中粒砂岩には少なし、。殻

沢。この露頭は1985年に発見されたもので， NIITSUMA 殻は両殻が閉じたものや大きく開いたものなど合弁の

et al. (1986）のloc.7にあたる。発見当時，露頭は高 ものが多いが，離弁したものと混在している。殻の大

きさは6C皿～14CIDと幼殻から成殻まで成長過程を示す

ものからなり変化に富むが，全体的には10～14CIDの大

型のものが多し、。層理に沿って lm聞にかかる殻の数

を討測したところ平均9～11伺体あり， 1 rrfあたりの
分布密度は約90～130個体とかなりの高密度の産状を

示すことがわかる。層理面に垂直に立ったものもわず

かにみられること，離弁した左右の殻が比較的近い位

置にあることなども含めて考えると，生息場所あるい

はその近くで堆積した可能性がある。共産種としては

Conchocela disjuncta, Venus sp., Buccinu1刊 sp.が認、

図6 産地1 逗子市池子， 逗子高校テニスコート奥
の沢より産出した Ca7yptogeiuicf. nipρonica 図8 産地2 逗子市池子，逗子高校グランド脇の河
（神奈川県立博物館所蔵〉 床にみられるCalyptogenacf. m仲 onicaの露頭

図7. 産地1 逗子市池子，逗子高校テニスコート奥
の沢より 産出した Conchoceladisjuncta, Ve- 図9 産地3 逗子市池子，諏訪神社境内でみられる

nus sp. （神奈川県立博物館所蔵〕 Calyptogena cf. nipρonicaの露頭
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産主 土也 豆E ヰ犬 主告本日 産主l:tlJ吾首主

逗子市池子 密集型 火砕質 三浦層群池子層

1 逗子高校テニスコート奥の沢 －包含層の厚さ3m以上 粗粒砂岩 （石灰質ナノ化石

－殻長6～14cm 年代 CN12a)

• 1 m＇あたり 90～130個体

2 逗子市池子 散在型 砂質泥岩 三浦層群池子層

逗子高校グランド脇

逗子市池子 密集型 凝灰質 三浦層群池子層

3 京急神武寺駅前諏訪神社境内 －包含層の厚さ2～3m 粗粒砂岩

・殻は溶けて、外形、内形が残る

4 逗子市池子 散在型 火砕質 三鴻層群池子層

アザ、リエ団地入口道路際 －殺は溶けて、外形、内形が残る 粗粒砂岩

5 逗子市池子 散在型 凝灰質 三浦層群池子層

アザ、リエ団地内 （露頭消失） 粗粒砂岩

6 逗子市池子 密集型 凝灰質 三浦層群池子層

米軍基地内 －殻長8～13cm 粗粒砂岩

7 逗子市沼間4丁目 散在型 凝灰質 三浦層群池子層

鷹取山南方 （採石場跡） －殻は溶けて、外形、内形が残る 粗粒砂岩

8 横須賀市湘南鷹取 散在型 砂質泥岩 三浦層群池子層

鷹取山北方 （露頭未確認） －殻長（内側） 10～12cm 

9 横須賀市浦郷町 散在型 砂質 上総層群浦郷層

日本エアブレーキ（露頭消失） －殻長（内側） 9. 5cm シルト岩

鎌倉市天国 密集型 凝灰質 上総層群浦郷層

1 0 －包含層の厚さ4～5m 粗粒砂岩

－殻長（内側） 10～12cm 
• 1 dあたり44個体

1 1 鎌倉市今泉 散在型 凝灰質 上総層群野島層
鎌倉カントリー・クラブ内 ・殻長10～15αn，層理面に伏せた状態 粗粒砂岩

1 2 鎌倉市今泉 散在型 粗粒砂岩 上総層群野島層
六国見山北方 （露頭消失）

1 3 横浜市栄区公田町 散在型 粗粒砂岩 上総層群野島層
本郷台ゴルフ場内 －殻長12～13cm

図2. 三浦半島化石シロ ウリ ガイ類の産地一覧
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芸会産主~イヒZ三「 幸良 ~ど＝をコ::. 図番号 fj情 元雪

Conchocele disjuncta 松島・平田（1986),Ni itsuma et al. (1989) 1985年確認
Venus sp, 鎮西ほか（1990），平田ほか（1990.91) 3～7 
Buccinum sp, 

Shikama & Masujima(1969), Niitsuma et al. 8 産地1の西方約50m

(1989），鎮西ほか（1990）.平田ほか（1990.91) 

Shikama & Masujima(1969), Niitsuma et al. 

(1989），鎮西ほか（1990)，平田ほか（1990.91). 9 
日ZAKI(1958)? 

鎮西ほか（1990)，平田ほか（1990.91) ブロック状の転石の可能性も

考えられる

Shikama & Masujima(1969), Niitsuma et al. 

(1989），平田ほか(1990.91) 

Lucinoma spectabi le Niitsuma et al. (1989), 平田ほか（1990.91) 10. 11 

Niitsuma et al. (1989), 平田ほか（1990.91) 御罫土の石段として利用され

た「鎌倉石」の中に確認

Luc inoma sp, Ni itsuma et al. (1989), 平田ほか（1990.91) 12 成田明博氏採集（1973.8.1) 

Lucinoma sp, Ni itsuma et al. (1989), 平田ほか(1990.91) 13. 14 成田明博氏採集（1973.4. 15) 

Shikama & Masujima(1969), Niitsuma et al. 

(1989），平田ほか（1990.91) 15～17 

Conchocele disjuncta 江藤(1986），平田ほか（1990.91) 18. 19 

Pat inopecten sp. 

Shikama & Masujima(1969), Niitsuma et al. 

(1989），平田ほか（1990.91) 

Shikama & Masujima(1969), Niitsuma et al. 20. 21 

(1989），平田ほか（1990.91) 
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図12.産地8 横須賀市湘南鷹取，鷹取山北方より産
出した Caか＇Pfogenacf. nipρonica （神奈川県

図10. 産地 6 逗子市池子，米軍基地内でみられる 立博物館所蔵〉
Caly戸togenacf. niρρonicaの露頭

図11.産地 6 逗子市池子，米軍基地内でみられる
Lusinoma sρectabilisの産状

められたが数は非常に少なし、。

この露頭付近の池子層は，海底地滑りや土石流など

の異常堆積層や断層によ る複雑な地質構造を示し，小

岩体がブロック状の不規則な分布となっている（江藤

1986）。なお，石灰質ナンノ化石による年代はCN12a

を示す（岡田ほか， 1991）。

産地10＝鎌倉市天園。 SHIKAMA& MASUJIMA (1969〕

のJoe.203, NIITSUMA et al. (1989）のJoe.3として報

告された露頭である。層準は黒滝不整合直上の上総層

群浦郷層にあたり，凝灰質粗粒砂岩層である。 殻は一

部残るところもあるがほとんど溶けて内型，外型とな

ってみられる。 化石包含層は厚さ 4～5m，長さlOm

以上にわたる。 ここでは層理面に対して垂直，水平両
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図13.産地9 横須賀市浦郷町，日本エアブレーキ構
内より産出した Calyρtogenacf. nzρρonica （神
ヲ奈川県立博物館所蔵〕

図14. 産地9 横須賀市1南郷町，日本エアブレーキ構
内より産出した Lucinomasp. （神奈川県立博

物館所蔵〉

方向の産状が観察できる。両殻，片殻の両者が混ざり

合っている。lm2あたりの殻の数は44個体が計測され

た。その産状から推測すると，本地点、のものは生息位



図15.産地10 鎌倉市天園でみられる Caか戸togena
cf. nipρonicaの露頭

図16.産地10 鎌倉市天国でみられる Calyptogena

図18.産地11 鎌倉市今泉，鎌倉カントリークラブ内

より産出した Calyptogenacf. ni戸ρonicaの密
集標本（神奈川県立博物館所蔵〕

図19.産地11 鎌倉市今泉，鎌倉カントリークラブ内

より産出した Calyptogenacf. niρponica （神奈
川県立博物館所蔵〉

cf. nz仲 onicaの産状 図20.産地13 横浜市栄区公田町，本郷台ゴノレフ場内‘

の露頭

図21.産地13 横浜市栄区公田町，本郷台ゴノレフ場内
図17.産地10 鎌倉市天園より産出した Calyptogena より産出したCalyptogenacf.間i仲 onica（横浜

cf. nψponica （神奈川県立博物館所蔵〉 国立大学所蔵〉
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置からかなり近い場所に堆積した可能性が強い。

主な散在型の産地

産地2＝逗子市池子逗子高校グランド脇。SHIKA-

MA & MASUJIMA (1969）の Joe.105, NIITSUMA et al. 

(1989）の Joe.6として報告された露頭である。池子

層の砂質泥岩層のなかに C.cf. nipρonicaの片殻が層

理に平行に散在している。 化石を含む層準は厚さ10C皿

で約2omにわたり分布する。この状態は生息場所から

はかなり流されてきたものと考えられる。

産地3＝横須賀市湘南鷹取 鷹取山北方。 NnTsu-

MA et al.〔1986〕の loc.10として報告されたものであ

る。本産地は鷹取山北麓の大規模な宅地造成工事に伴

い搬出された岩石中に発見されたもので，片殻が認め

られるだけで露頭の状況は確認されていなし、。標本は

成田明博氏により1973年に採集された。発見位置と母

岩から判断すると，産出層は池子層の砂質泥岩と考え

られる。共産種としてはLucinomasp.が得られてい

る。

産地9＝横須賀市浦郷町 日本エアブレーキ。 Nu-

TSUMA et al. (1989〕の loc.11として報告された露頭

である。上総層群最下部浦郷層の砂質シノレ ト岩中に産

出した。 現在では露頭は消滅しており，その産状を確

認することはできなし、。標本は成田明博氏により1973

年に採集された。 共産種としては Luαnomasp.が得

られている。

産地11＝鎌倉市今泉 鎌倉カントリークラブ内。江

藤 〔1986）により報告された露頭で，産出層は上総層

群野島層のク ロスラミ ナが発達する凝灰質粗粒砂岩で

ある。 C.cf. niρρonica fie、ずれも片殻とな り，地層

面に伏せた状態のものが多く みられ，かな り遠方から

流されてきたものと判断される。なお共産種としては

C. disjuncta, Patinopecte托 sp.などが認められる。

産地13＝横浜市栄区公田町 本郷台ゴノレフ場内。

SH!KAMA & MASUJIMA (1969）の Joe.323 l, NuTsu 

MA et al. (1989〕の Joe.2として報告された露頭で，

化石産出層は上総層群野島層の粗粒砂岩層で、ある。
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